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The study aims to understand how change in temperature and humidity affects our skin’s moisture and oil 
level. Measurement and experiment have been carried out in cooperation with healthy university students to 
elucidate the aforementioned relationship between thermal environment and our skin’s moisture and oil level. 
Moisture and oil level varied from season to season with change in temperature and humidity. 
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１． 研究背景と研究目的 
我が国では超高齢社会に突入し、平均寿命は男性が
81.09歳、女性が 87.26歳であり[1]、いずれも過去最高を
更新している。それに伴う社会保障費、特に医療費の増
加が深刻であり、高齢者の健康維持が国家的な課題とな
っている。また、WHO[2]は 2000年に健康寿命という概
念を提唱し、それ以来、単に寿命が長いだけでなく、健
康寿命、すなわち健康的に生活できる期間の延長への関
心が高まっている。健康日本 21[3]では、健康寿命を「健
康上の問題で日常生活が制限されることなく生活のでき
る期間」と定義している。つまり、平均寿命と健康寿命
の差は日常生活に制限のある「不健康な期間」を意味し、
今後更なる平均寿命の延長により健康寿命との差が拡大
することが懸念されている。そこで健康阻害影響の除去
というマイナスの状態からゼロに戻す従来の医学を超え
て、さらにポジティブに長寿を享受する抗加齢医学[4]に
注目が集まっている。抗加齢医学の研究は医学の分野に
とどまらず化学・物理学等広範囲に亘っており、建築学
の分野でも研究を進め、知見を広げることが必要である
と考える。ここで、建築は第 3の皮膚と言われるように、
厳しい外部環境（屋外環境）から内部（屋内環境）を守
る役割を担っている。屋内にいる人間の皮膚も同様に外
部環境（室内環境）から内部（体内環境）を守る役割を
担っており、これらの相互影響を解明する必要がある。 
建築環境に関する研究や皮膚に関する研究はそれぞれ
の分野の中で知見が蓄積されているが、建築環境と皮膚
の関係性に関する研究が近年増加している。 
岡田ら[5]は女性 6名を対象に皮膚水分量と水分蒸散量
及び皮膚表面温度を夏季・冬季に測定し、その比較を行
っている。その結果、冬季の皮膚が乾燥していることを
示した。また、皮膚水分量は室内変化という短期的要因
ではなく季節に伴う長期的な環境要因や生体反応の影響
を受けることが示唆されている。一方で、水分蒸散量や
皮膚表面温度は室内環境のわずかな変化にも即時的に反
応することを明らかにしている。 
開原ら[6]は室内の空気温湿度変化に対する皮膚の含
水状態の変化を定量的に把握するためのモデルを作成し
ている。このモデルは開原らが行った、高湿条件と低湿
条件からなるステップ変動に前腕を曝露し、その間の角
層内含水率分布を測定するという 2種類の被験者実験と
の整合性を検証している。 
このように様々な研究が行われ、多くの有益な知見が
得られている。しかし、これらの調査は皮膚に関する実
態把握や、身体の一部に関する実験であることが多く、
温湿度を制御した部屋に被験者を滞在させて皮膚の状態
を把握する研究は未だ少ない。 
そこで本研究では、温湿度の変化が皮膚に与える影響
を把握することを目的として、健康な大学生を対象に皮
膚の水分量・油分量の測定を実施した。まず皮膚の状態
を把握するために、滞在空間を制御せず普段通りの生活
をしている被験者の皮膚の水分量・油分量を測定した。
次に、温湿度の変化が皮膚の水分量・油分量にどの程度
の影響を及ぼすか把握するために、滞在空間の温湿度を
制御した介入的な実験も行った。 
２． 実測・実験の概要 
（１）実測・実験の全体概要 
本研究の調査概要を表 1に示す。皮膚の実態把握のた
めの実測と滞在空間の制御を行った介入実験に分け、詳
細を記述する。 
季節の変化が皮膚に与える影響の把握を目的として室
内の制御を行わない場合の実測（以下、制御なし実測）
を行った。本調査は夏季と冬季に実施した。夏季の調査
では被験者に約 12時間同じ部屋で過ごしてもらい、皮膚
水分量等の測定を行った。その際、室内の環境に制御は
加えておらず、被験者には普段通りの生活をしてもらっ
た。冬季の実測では夏季と同じ被験者に負荷軽減のため
に日中に 1回測定を依頼した。各実測のスケジュールと
各機器の測定頻度は後述する。 
温湿度が皮膚水分量等に与える影響を把握することを
目的として滞在空間の温湿度を制御する介入実験（以下、
加湿実験、除湿実験）を行った。本調査は夏季に除湿実
験、冬季に加湿実験と除湿実験を実施した。夏季の実験
では除湿された部屋で約 2時間過ごしてもらい、皮膚水
分量等の測定を行った。冬季の実験では加湿或いは除湿
された部屋で約 6時間過ごしてもらい、皮膚水分量等の
測定を行った。各実測のスケジュールと各機器の測定頻
度は後述する。 
（２）実測・実験で使用した機器の概要 
本研究では、建築分野の研究で多く行われている皮膚
水分量・水分蒸散量・皮膚油分量の測定を行った。その
うち、水分蒸散量は冬季のみ測定した。水分量計はプロ
ーブを右頬に 5 回、額に 5 回当てて測定し、5 つのデー
タの内最小値・最大値を除いた 3つのデータの平均を測
定値として用いた。水分蒸散量計はプローブを右頬に当
て、30～60秒待機してもらい測定した。油分量計は測定
部分を額に当て、20秒待機してもらい測定した。詳細を
表 2に示す。 
 
３． 季節の変化が皮膚に与える影響の実態把握 
（１）実測の詳細概要 
詳細なスケジュールを図 1に示す。被験者には同じ部
屋で約 12時間過ごしてもらったが、滞在空間には制御を
加えていない。 
機器の測定頻度は次の通りである。水分量は 20分に 1
度、油分量は 1時間に 1度測定した。水分蒸散量は測定
していない。 
（２）被験者の基本属性に関する集計 
本調査で協力を依頼した被験者は健康な大学生 8 名
（男性 2名、女性 6名）である。全員が 20代であり、居
住地は関東である。アトピー性皮膚炎は患っていない。
便宜上被験者①～⑧と名付けた。 
 
 
 
表 1 実測・実験の全体概要 
 
夏季 冬季 
制御なし 
実測 
除湿実験 
制御なし 
実測 
加湿実験 
除湿実験 
調査日程 2017/6/29～7/5 2017/11/30～12/13 
所要時間 12時間半 3時間半 10分 7時間半 
被験者 健康な大学生 
人数 
8名 15名 8名 17名 
男性 2名 
女性 6名 
男性 10名 
女性 5名 
男性 2名 
女性 6名 
男性 12名 
女性 5名 
調査内容 皮膚水分量・水分蒸散量・皮膚油分量 
 
表 2 測定機器の概要 
①写真 ②機器名 ③型式 ④メーカー 
⑤使用目的 ⑥測定時間 ⑦測定方法 
① ②皮膚水分量計 
③Corneometer CM825 
④Courage-Khazaka社 
⑤皮膚水分量の測定 
⑥1秒×5回×2か所（計 20秒） 
⑦プローブを右頬に 5回、 
額に 5回当てて測定 
① 
②経皮水分蒸散量計 
③Tewameter TM300 
④Courage-Khazaka社 
⑤水分蒸散量の測定 
⑥30～60秒 
⑦プローブを右頬に当てて測定 
① 
②皮膚油分量計 
③Sebumeter SM815 
④Courage-Khazaka社 
⑤皮膚油分量の測定 
⑥20秒 
⑦プローブを額に当てて測定 
 
制御なし実測（冬季）
制御なし実測（夏季）
待機
制御なしの部屋での実測
水分量の測定
油分量の測定
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図 1 制御なし実測のスケジュール 
 
（３）滞在空間の環境に関する集計 
夏季実測における滞在空間の温度・湿度を図 2に示す。
温度は 25℃程度を保っていた。湿度は 60～70％rh を上
下しており、一般的な夏の室内湿度のデータが得られた。
冬季実測に関しては被験者の負荷軽減のため日中に 1回
の測定を依頼しており、被験者毎に測定のタイミングが
異なっている。そのため、測定時の温湿度を全て記載す
ることは困難であるが、概ね室内温度は 25～30℃、室内
湿度は 25～30％rhの範囲であった。 
（４）皮膚水分量・油分量に関する実測結果 
測定で得られた水分量・油分量の値を用いて夏季・冬
季の比較を行った。 
被験者8名の水分量・油分量の平均値を図 3～5に示す。
図 3、4より、夏は水分量の値が高く、冬は低い人が多い。
頬の値に関しては有意な差も見られた。夏は高温高湿、
また、汗をかきやすいため水分量が高く、冬は低温低湿
のため水分量が低くなったと推測される。図 5より、夏
は油分量の値が高く、冬は低い人が多い。皮脂は汗と共
に分泌されているとされており、夏は発汗量の増加に伴
って油分量も増加したと推測される。 
被験者の水分量・油分量が多い・少ないということを
把握するために、既往研究[7]、[8]をもとに肌タイプの分
類（表 3、4）を試みた。図 3、4 より夏季と冬季で水分
量に差異が見られたが、グループ分けでは全員水分量が
「Normal」に分類され、比較を行うことが出来なかった。
油分量については 2群に分けることができたので、水分
量の「Normal」と「Moist」の閾値を定める必要があると
感じた。また、夏季に比べ冬季の方が油分量が少ないた
めに、グループを移動する被験者が 3人いた。水分量の
「Normal」と「Moist」の閾値を定めることができれば、
水分量の値によってグループを移動する人も多いのでは
ないかと考えられる。 
滞在空間に制御を加えずに皮膚の水分量・油分量を測
定することで一般的に言われている「夏は水分量・油分
量が多く、冬は少ない人が多い」ということを確認する
ことができた。さらに、水分量・油分量によるグループ
分けで季節による温湿度の変化のために油分量が
「Normal」から「dry」に移動する被験者がいることが確
認できた。次頁では滞在空間の温湿度を調節することで
皮膚に影響があるか否かを確認する。 
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図 2 制御なし実測の室内温度・湿度（夏季） 
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図 3 制御なし実測の夏季・冬季の比較（水分量（頬）） 
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図 4 制御なし実測の夏季・冬季の比較（水分量（額）） 
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図 5 制御なし実測の夏季・冬季の比較（油分量） 
 
表 3 制御なし実測の肌タイプの分類（夏季） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
  ④、⑥ 
100-220 
(Normal) 
  
①、②、③、 
⑤、⑦、⑧ 
＞220 
(Oily) 
   
 
表 4 制御なし実測の肌タイプの分類（冬季） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
  
②、④、⑥、
⑦、⑧ 
100-220 
(Normal) 
  ①、③、⑤ 
＞220 
(Oily) 
   
赤字：夏季と冬季でグループを移動した被験者 
油分量 
水分量 
油分量 
水分量 
４． 湿度の変化が皮膚に与える影響に関する介入
実験 
（１）実験の詳細概要 
詳細なスケジュールを図 6に示す。夏季実験では、除
湿した部屋に被験者を滞在させ、約 2時間過ごしてもら
った。冬季実験では加湿された部屋或いは除湿された部
屋に被験者を滞在させ、約 6時間過ごしてもらった。 
機器の測定頻度は次の通りである。夏季実験において、
水分量は 20分に 1度、油分量は 1時間に 1度測定し、水
分蒸散量は測定していない。冬季実験では、加湿・除湿
実験共に、水分量は 15分に 1度、水分蒸散量は 1時間に
1度、油分量は 2時間に 1度測定した。 
（２）被験者の基本属性に関する集計 
本調査で協力を依頼した被験者は健康な大学生である。
夏季は 15名（男性 10名、女性 5名）、冬季は 17名（男
性 12名、女性 5名）である。全員が 20代であり、居住
地は関東である。便宜上被験者 A～V と名付けた。詳細
は表 5の通りである。 
（３）滞在空間の環境に関する集計 
滞在空間の温度・湿度を図 7～9に示す。 
夏季の除湿実験では温度は約 25℃で、一定であった。
湿度は 35～40％rhであり、変動はあるものの外気よりも
かなり低い数値であった。 
冬季の除湿実験では、温度は加湿実験と同様に 25～
28℃程度であった。湿度は 23～27％rhであり、外気に比
べわずかに低い数値が得られた。 
冬季の加湿実験では温度は時間の経過と共に緩やかに
上昇しており 25～28℃であった。湿度は 70％rh 前後で
あり、外気と比較して非常に高い数値であった。 
（４）実験結果 
夏季・冬季、加湿状況下・除湿状況下における皮膚の
水分量・油分量の違いを検証した。本節では夏季・冬季
共通して協力してもらった被験者 10 名（被験者 B、C、
D、E、H、I、K、L、M、O）の測定値を用いて行った分
析の結果を示す。 
a）除湿実験における夏季・冬季の比較 
まず、除湿実験によって得られたデータの夏季・冬季
における比較を行う。被験者 10名の水分量・油分量の平
均値を図 10～12に示す。水分量について、夏は外気の湿
度が高いために除湿の効果が大幅に表れると予想したが、
あまり変化が見られなかった。しかし、除湿部屋への入
室時と退室時を比較した際、夏季の水分量（額）以外で
水分量の値が減少したことから、滞在空間の湿度が皮膚
に影響を与えることが明らかになった。油分量について、
水分量と同様の予想をしたが夏季は大幅に増加し、有意
な差も見られた。空間の湿度低下に伴って不感蒸泄が増
加し、それに伴って皮脂の分泌が増加したのではないか
と推察される。冬季実験では減少し、さらに有意な差も
見られた。この原因については今後追究が必要である。 
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図 6 加湿実験・除湿実験のスケジュール 
 
表 5 夏季・冬季の被験者の詳細 
夏季実験のみ 夏季・冬季 冬季実験のみ 
A、F、G、J、N 
B、C、D、E、H、
I、K、L、M、O 
P、Q、R、S、T、
U、V 
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図 7 除湿実験の室内温度・湿度（夏季） 
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図 8 除湿実験の室内温度・湿度（冬季） 
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図 9 加湿実験の室内温度・湿度（冬季） 
 
次に、被験者の水分量・油分量が多い・少ないという
ことを把握するために、既往研究[7]、[8]をもとに肌タイ
プの分類を試みた。さらに、除湿された部屋が皮膚に与
えた影響の程度を把握するため、除湿部屋への入室時と
退室時の分類の変化を見た。結果を表 6～9に示す。夏季
実験では油分量が増加し、グループを移動する被験者が
多く見られる。冬季実験では水分量・油分量が減少し、
グループを移動する被験者が多く見られる。被験者 C、
K、M は短時間（2 時間）の曝露でも夏季・冬季どちら
の実験も水分量・油分量の値によってグループを移動し
ているため、滞在空間の影響を受けやすい人と言える。
なお、夏季実験において油分量が 220を超えた被験者が
数人いるが、油分量の測定は機器の取扱いが難しいため、
正確に測ることができていない可能性がある。水分量が
「Normal」から「dry」に変化する被験者はおらず、
「Normal」と「Moist」の閾値を定めることでより、滞在
空間の温湿度による水分量の変動を見ることが出来るの
ではないかと考えられる。 
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図 10 除湿実験の夏季・冬季の比較（水分量（頬）） 
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図 11 除湿実験の夏季・冬季の比較（水分量（額）） 
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図 12 除湿実験の夏季・冬季の比較（油分量） 
除湿された部屋に滞在する被験者の水分量・油分量を
測定することで、湿度が少ないことによって水分量がわ
ずかに変化すること、油分量が大幅に増減することが明
らかになった。また、夏季・冬季では湿度による油分量
の変化に大きな違いがあることも確認できた。さらに、
水分量・油分量によるグループ分けでは、夏季実験では
油分量の増加によって、冬季実験では水分量・油分量の
減少によってグループを移動する人が多いことが明らか
になった。次頁では冬季において、長時間の加湿・除湿
による湿度の変化が皮膚の水分量・油分量に与える影響
を確認する。 
 
表 6 除湿実験の肌タイプの分類（夏季・乾燥曝露前） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
K  
B、D、E、 
H、M 
100-220 
(Normal) 
 C I、L、O 
＞220 
(Oily) 
   
 
表 7 除湿実験の肌タイプの分類（夏季・乾燥曝露後） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
  B、E 
100-220 
(Normal) 
  
H、I、L、 
M、O 
＞220 
(Oily) 
K  C、D 
 
表 8 除湿実験の肌タイプの分類（冬季・乾燥曝露前） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
 K 
B、D、E 
H、I、L、O 
100-220 
(Normal) 
 C、M  
＞220 
(Oily) 
   
 
表 9 除湿実験の肌タイプの分類（冬季・乾燥曝露後） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
K M 
B、D、E 
H、I、L、O 
100-220 
(Normal) 
C   
＞220 
(Oily) 
   
赤字：曝露前と曝露後でグループを移動した被験者 
油分量 
 
 
水分量 
油分量 
水分量 
油分量 
水分量 
水分量 
油分量 
b）冬季における加湿実験・除湿実験の比較 
前頁で除湿（乾燥曝露）による夏季・冬季の皮膚の値
の違いを把握した。本節では、冬季実験で得られたデー
タを用いて、加湿・除湿が水分量・油分量に与える影響
の差異を把握する。被験者 10名の水分量・油分量の平均
値を図 13～16に示す。図 13、14より水分量は加湿実験
で増加し、除湿実験では減少する人が多いことが明らか
になった。この結果が得られたことで、滞在空間の湿度
が皮膚の状態にダイレクトに影響を及ぼすことが分かっ
た。さらに、除湿実験の水分量（額）以外ではサンプル
数が少ないにも関わらず有意な差が得られたため、湿度
の変化が水分量に与える影響は大きいということが示唆
された。図 15より油分量は加湿実験・除湿実験共に減少
する人が多く見られた。加湿実験では、水分量が増加し、
皮膚水分保持のための皮脂が不必要になったのではない
かと考察した。除湿実験でも油分量が減っていることに
関して、今後その原因の追究が必要である。また、水分
量の結果と同様に有意な差が見られた。このことから、
滞在空間の湿度が油分量に与える影響もまた大きいとい
うことが示唆された。図 16より水分蒸散量は加湿実験・
除湿実験共に減少する人が多いことが分かる。加湿実験
では高湿度環境に曝露されたことによって汗が空気中に
溶け込みにくくなったと考えられるが、除湿実験でも水
分蒸散量が減少している点については理由を説明するこ
とが困難であり、今後その原因の追究が必要である。な
お、これらの値は有意な差を得ることが出来ていないた
め、被験者を増やし、更なる検証を行う必要がある。 
被験者の水分量・油分量が多い・少ないということを
把握するために、既往研究[7]、[8]をもとに被験者 10 名
のデータを用いて肌タイプの分類を試みた。さらに、加
湿・除湿された部屋が皮膚に与えた影響の程度を把握す
るため、入室時と退室時の分類の変化を見た。結果を表
10～13に示す。入室時には 3分類されていた水分量が加
湿された部屋に入ると全ての被験者が「Normal」に分類
されるようになるという結果が得られた。このことから、
滞在空間を加湿することで、グループを移動するほどに
皮膚の表面が潤うことが明らかになった。除湿された部
屋に入ると元々水分量が少ない被験者の水分量がさらに
減少し、グループを移動する傾向にある。また、同時に
油分量も減少する被験者が多く見られた。しかし、元々
水分量が多い被験者の水分量はグループを移動するほど
には減少しない傾向にある。図 13、14より除湿によって
水分量が減少することは明らかになっているため、
「Normal」と「Moist」の閾値を定めることで詳細を確認
することができると考えられる。さらに、被験者 C、K、
O は加湿・除湿実験のどちらも水分量・油分量の値によ
りグループを移動しているため、滞在空間の影響を受け
やすい人と言える。 
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図 13 冬季の加湿実験・除湿実験の比較（水分量(頬)） 
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図 14 冬季の加湿実験・除湿実験の比較（水分量(額)） 
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図 15 冬季の加湿実験・除湿実験の比較（油分量） 
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図 16 冬季の加湿実験・除湿実験の比較（水分蒸散量） 
 
滞在空間を加湿・除湿し、水分量・油分量・水分蒸散
量を測定することで、一般的に言われている「加湿する
と肌が潤い、除湿すると乾燥する」ということが確認で
きた。次頁では加湿・除湿の影響を経時的に確認する。 
 
表 10 冬季実験の肌タイプの分類（湿潤環境曝露前） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
  
B、D、E 
H、O 
100-220 
(Normal) 
K C I、L、M 
＞220 
(Oily) 
   
 
表 11 冬季実験の肌タイプの分類（湿潤環境曝露後） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
  
B、C、D、E 
H、K 
100-220 
(Normal) 
  I、L、M、O 
＞220 
(Oily) 
   
 
表 12 冬季実験の肌タイプの分類（乾燥環境曝露前） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
 K 
B、D、E 
H、I、L、O 
100-220 
(Normal) 
 C、M  
＞220 
(Oily) 
   
 
表 13 冬季実験の肌タイプの分類（乾燥環境曝露後） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 
C、K M 
B、D、E 
H、I、L 
100-220 
(Normal) 
  O 
＞220 
(Oily) 
   
赤字：曝露前と曝露後でグループを移動した被験者 
 
滞在空間の湿度が皮膚にどの程度影響を与えるのかさ
らに詳細に確認するため、経時的な変化を見た。結果を
図 17～20に示す。水分量（頬・額）はわずかではあるが
徐々に差が開いていることが分かる。このことから、水
分量は滞在空間の影響をすぐに受けることはなく、徐々
に変化していくものであることが示唆された。油分量は
入室してすぐに減少し、以降はわずかな変化であること
が分かる。このことから、油分量は滞在空間の影響をす
ぐに受けることが明らかになった。水分蒸散量は加湿実
験では入室してすぐに変化が見られ、退室前は変化が見
られなかった。一方除湿実験では退室前に変化が表れて
いる。 
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図 17 冬季実験の経時変化（水分量（頬）） 
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図 18 冬季実験の経時変化（水分量（額）） 
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図 19 冬季実験の経時変化（油分量） 
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図 20 冬季実験の経時変化（水分蒸散量） 
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５． 結論 
本研究では温湿度の変化が皮膚に与える影響を把握す
ることを目的として、健康な大学生を対象に皮膚の水分
量・油分量の測定を実施した。実施した実測・実験につ
いては以下の通りである。 
実測では、皮膚の状態を把握するために滞在空間を制
御せず、普段通りの生活をしている被験者の皮膚の水分
量・油分量を測定した。夏季・冬季に実施し比較を行っ
た。結果として 8名のデータを収集し、分析対象とした。 
上記の実測に加えて、温湿度の変化が皮膚の水分量・
油分量にどの程度の影響を及ぼすか把握するために、滞
在空間の温湿度を制御した介入実験を実施した。夏季・
冬季に実施し、夏季実験では滞在空間を除湿、冬季実験
では加湿・除湿の両方の空間で被験者に過ごしてもらっ
た。夏季・冬季共通して協力してもらった被験者 10名の
データを分析対象とした。 
制御なし実測では夏季・冬季の水分量・油分量の比較
を行った。結果として、水分量・油分量共に夏季は多く
冬季は少ない人が多いことが示された。水分量・油分量
によるグループ分けに関しては、夏季と冬季で水分量の
変化が見られず、全ての被験者が「Normal」に分類され
るという結果が得られた。油分量は夏季に比べ冬季の値
が低くなり、グループを移動する被験者が見られた。 
除湿実験では夏季・冬季の水分量・油分量の比較を行
った。結果として、夏季・冬季共に除湿によって水分量
が減少することが明らかになった。また、油分量につい
ては、夏季実験では増加し、冬季実験では減少する傾向
が見られた。水分量・油分量によるグループ分けをした
際にも、同じような傾向を見ることができた。グループ
を移動するのは夏季・冬季で同じ被験者であり、滞在空
間の影響を受けやすい人と受けにくい人がいることが示
唆された。 
冬季の実験では滞在空間の加湿・除湿を行ったため、
それらの実験の水分量・油分量・水分蒸散量の比較を行
った。水分量に関しては、加湿実験では増加し、除湿実
験では減少するという結果が得られた。水分量・油分量
によるグループ分けをした際、加湿実験では退室時には
被験者全員が「Normal」に分類されるようになった。ま
た、水分量は滞在空間の影響をすぐには受けず、徐々に
変化することが明らかになった。油分量に関しては、加
湿・除湿実験共に大幅に減少する結果が得られた。さら
に、元々油分量が少ない被験者ほど大幅に減少する傾向
にあった。また、油分量は入室してすぐに湿度の変化の
影響を受ける可能性が示唆された。水分蒸散量に関して
は、加湿実験では入室してすぐに変化し、除湿実験では
退室する直前に変化する傾向が見られた。 
以上の結果より、滞在空間の温湿度が増減することで
皮膚の水分量・水分蒸散量・油分量も増減することが明
らかになった。 
６． 今後の展望 
本研究及び分析を行う上で顕在化した課題を記す。 
（１）分析結果の信頼性の向上 
本研究では協力被験者の人数を確保することが困難で
あったことからデータ数が少ない。そのため、統計的検
定を行っても有意差が得られないケースが散見された。
今後、データ数を増やしたうえで同様の実測・実験を行
うことが、分析結果の信憑性の向上につながる。 
（２）幅広い年齢層の被験者の確保 
本研究では 20代の大学生に協力を得たが、本来、皮膚
が建築の影響を受けやすくなるのは住宅の滞在時間が長
い高齢者等であり、幅広い年齢の人を対象に実測を行う
必要がある。 
（３）水分量による分類の閾値の設定 
本研究の被験者は 20代の大学生であり、皮膚の状態が
健康であったため水分量によるグループ分けができず、
傾向を把握することが困難であった。そこで「Very dry」
「dry」「Normal」の他に「Moist」のグループを作る必要
があると考える。その閾値を決めるために多くの被験者
に協力を仰ぎ、大規模な実測をする必要がある。 
（４）個人属性を排除した分析の深化 
被験者は様々な個人属性を有している。その個人属性
による影響を排除するためにマルチレベル分析を行う必
要がある。 
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